
 公表資料  

 

 

 

平成３０年度の 

生乳及び牛乳乳製品の需給見通しと 

当面の課題について 
 

 

 

 

平成３０年５月２５日 

 

 
 



- 1 - 

 

 １．地域別生乳生産量の動向   

 

 

 

 

表１－１：平成２９年度の地域別生乳生産量（実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１－２：平成３０年度の地域別生乳生産量（見通し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生乳生産量の見通し】 

30年度の生乳生産量は、北海道では 3,980千㌧・前年比 101.6％、都府県では 3,287千㌧・同 97.4％となり、そ

の結果、全国の生乳生産量は 7,267千㌧・同 99.7％となる見通しである。 

※全国 7,267千㌧・99.7％（前回見通し 99.5％）、 

北海道 3,980千㌧・101.6％（同 101.6％）、都府県 3,287千㌧・97.4％（同 97.1％） 

グラフ１－１：全国の生産量（日均量）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ１－２：北海道の生産量（日均量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ１－３：都府県の生産量（日均量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表は、着色部分が実績、白枠

部分が予測（平成 30年 4月以

降）。以下、全て同様。 

【生乳生産量予測の前提】 

・北海道及び都府県の予測値は、平成 30 年 3 月までの生乳生産量データに基づき、気温や乳牛頭数等を説明変数とした予測モデル

（ARIMAモデル）による推計値を基本に算出。なお、平成 30 年度の気温は、平年並で設定。 
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 ２．牛乳等生産量の動向   

 

 

 

 

表２－１：平成２９年度の牛乳等生産量（実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２－２：平成３０年度の牛乳等生産量（見通し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【牛乳等生産量の見通し】 

30年度の牛乳等生産量は、「牛乳類」は 4,682千 Kl・前年比 99.6％、「はっ酵乳」は 1,088千 Kl・同 101.2％と

なる見通しである。 

※牛乳類 4,682千 Kl・99.6％（前回見通し 99.3％）、牛乳 3,093千 Kl・100.0％（同 100.5％）、 

加工乳 90千 Kl・96.4％（同 92.6％）、成分調整牛乳 341千 Kl・98.3％（同 99.3％）、 

乳飲料 1,158千 Kl・99.5％（同 96.6％）、はっ酵乳 1,088千 Kl・101.2％（同 101.6％） 

 グラフ２－１：牛乳類（牛乳・加工乳・成分調整牛乳・乳飲料）の生産量（日均量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ２－２：牛乳の生産量（日均量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ２－３：加工乳の生産量（日均量）         グラフ２－４：成分調整牛乳の生産量（日均量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ２－５：乳飲料の生産量（日均量）         グラフ２－６：はっ酵乳の生産量（日均量） 

 

 

  

【牛乳等生産量予測の前提】 

・各々の予測値は、平成 30 年 3 月までの生産量データに基づき、気温や平日日数等を説明変数とした予測モデル（ARIMA モデル）によ

る推計値を基本に算出。なお、平成 30 年度の気温は、平年並で設定。 
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（千トン）

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

４月 616 97.8% 4 93.6% 612 97.8% 332 101.2% 280 94.1%

５月 645 98.7% 4 97.3% 641 98.7% 355 100.5% 285 96.7%

６月 614 98.1% 4 95.9% 610 98.1% 353 99.7% 257 96.0%

７月 610 96.7% 4 96.9% 606 96.6% 355 101.1% 251 91.0%

８月 601 98.4% 4 96.2% 596 98.4% 335 100.4% 262 95.9%

９月 581 99.2% 4 94.7% 577 99.2% 357 100.5% 220 97.1%

１０月 601 100.0% 4 92.2% 596 100.1% 355 99.9% 241 100.3%

１１月 583 100.6% 4 97.4% 578 100.6% 337 100.8% 241 100.3%

１２月 611 100.2% 4 96.7% 607 100.2% 323 101.9% 284 98.3%

１月 621 101.0% 4 94.4% 617 101.1% 333 101.1% 285 101.0%

２月 569 100.5% 4 94.7% 565 100.5% 310 99.0% 255 102.4%

３月 639 100.8% 4 99.2% 635 100.9% 328 99.8% 308 102.0%

第１四半期 1,876 98.2% 12 95.6% 1,863 98.2% 1,041 100.4% 822 95.6%

第２四半期 1,791 98.0% 12 95.9% 1,779 98.1% 1,046 100.7% 733 94.5%

第３四半期 1,794 100.2% 12 95.3% 1,782 100.3% 1,015 100.8% 766 99.6%

第４四半期 1,830 100.8% 12 96.0% 1,818 100.8% 971 100.0% 847 101.8%

上期 3,667 98.1% 25 95.7% 3,642 98.1% 2,087 100.6% 1,555 95.1%

下期 3,624 100.5% 24 95.7% 3,599 100.6% 1,986 100.4% 1,613 100.7%

年度計 7,291 99 .3% 49 95 .7% 7,242 99 .3% 4,073 100 .5% 3,168 97 .9%

生乳生産量 自家消費量 生乳供給量
飲用等向 乳製品向

 ３．用途別処理量の動向   

 

 

 

 

 

表３－１：平成２９年度の生乳供給量及び用途別処理量（実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３－２：平成３０年度の生乳供給量及び用途別処理量（見通し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用途別処理量の見通し】 

30 年度の用途別処理量は、「生乳供給量」は 7,218 千㌧・前年比 99.7％、「飲用等向処理量」は 4,066 千㌧・同

99.8％、「乳製品向処理量」は 3,152千㌧・同 99.5％となる見通しである。 

※生乳供給量 7,218千㌧・99.7％（前回見通し 99.5％）、飲用等向 4,066千㌧・99.8％（同 100.2％）、 

乳製品向 3,152千㌧・99.5％（同 98.6％） 

グラフ３－１：生乳供給量（日均量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ３－２：飲用等向生乳処理量（日均量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ３－３：乳製品等向生乳処理量（日均量） 

 

【用途別処理量予測の前提】 

・生乳供給量は、生乳生産量から自家消費量を差し引いて算出（自家消費量は、各地域の直近までの動向を踏まえ設定）。 

・飲用等向処理量は、牛乳、加工乳、成分調整牛乳、乳飲料、はっ酵乳の予測生産量を基に、生乳使用係数を乗じ算出。 

・乳製品向処理量は、生乳供給量と飲用等向処理量の差。 
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 ４．都府県の生乳需給の動向 

 

 

 

 

 

表４－１：平成２９年度の都府県の需給（実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４－２：平成３０年度の都府県の需給（見通し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都府県の生乳需給の見通し】 

30年度の都府県の生乳需給は、「生乳供給量」は 3,261千㌧・前年比 97.4％、「飲用等向処理量」は 3,422千㌧・

同 99.0％となる見通しである。その結果、北海道から都府県への「移入必要量（道外移出量）」は、需要期を中心に

前年水準と比較して増加（472千㌧・同 105.0%）する見通しである。 

※生乳供給量 3,261千㌧・97.4％（前回見通し 97.1％）、飲用等向 3,422千㌧・99.0％（同 99.5％）、 

移入量（道外移出量）472千㌧・105.0％（同 114.4％） 

５．乳製品需給の動向 

 

 

 

 

 

 

表５－１：平成２９年度の脱脂粉乳の需給（実績） 

 

 

 

 

 

 

表５－２：平成３０年度の脱脂粉乳の需給（見通し） 

 

 

 

 

 

 

グラフ５：脱脂粉乳の推定出回り量及び在庫量（四半期毎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【脱脂粉乳需給の見通し】 

脱脂粉乳については、30年度の生産量は 121.1千㌧・前年比 99.6％となる見通し。輸入売渡しとして、今後 30

年度輸入予定数量（27.0千㌧）について、需給に対応した必要量が定期的に売り渡される予定となっていること

から、30年度末在庫量は 63.4千㌧（前年度末比▲1.7千㌧）となる見通しである。 

※脱脂粉乳：生産量 121.1千㌧・99.6％（前回見通し 97.0％）、在庫量 63.4千㌧・97.4％（同 69.7％）、 

推定出回り量 139.4千㌧・101.0％（同 101.0％） 

なお、在庫量の前回見通しについては、カレントアクセス等を加味していない。  

【都府県生乳需給予測の前提】 

・「移入必要量（道外移出量）」は、都府県不足量の補完と、北海道ブランド牛乳製造のための必要乳量等を基本に算出。 

・「脱脂粉乳・バター等向処理量」は、「A-B-C」+「移入量」-「移出量」で算出し、過去 5年間の最低数量や直近の需給状況等を加味して

算出。 

【脱脂粉乳・バター需給予測の前提】 

・脱脂粉乳・バターの生産量は、脱脂粉乳・バター等向処理見込数量に製造係数（直近の動向等を反映）を乗じて算出。 

・脱脂粉乳・バターの推定出回り量は、平成 30 年 3 月までの推定出回り量データに基づき、代替乳製品の動向等を説明変数とした予

測モデル（ARIMAモデル）による推計値を基本に算出。 

・脱脂粉乳・バターの在庫月数は、前年度の一ヶ月平均消費量を基に算出。 



- 5 - 

 

表６－１：平成２９度のバターの需給（実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６－２：平成３０年度のバターの需給（見通し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ６：バターの推定出回り量及び在庫量（四半期毎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【バター需給の見通し】 

バターについては、30 年度の生産量は 60.0 千㌧・前年比 99.8％となる見通し。輸入売渡しとして、今後 30 年

度輸入予定数量（13.0 千㌧）について、需給に対応した必要量が定期的に売り渡される予定となっていることか

ら、30年度末在庫量は 26.2千㌧（前年度末比+3.2千㌧）となる見通しである。 

※バター：生産量 60.0千㌧・99.8％（同 97.1％）、在庫量 26.2千㌧・113.9％（同 84.4％）、 

推定出回り量 72.4千㌧・102.5％（同 102.6％） 

なお、在庫量の前回見通しについては、カレントアクセス等を加味していない。 

  ６．需給動向を踏まえた当面の課題と対応について  

（１）生乳生産基盤の強化に向けた取り組み 

30年度の生乳生産量は、北海道では生産の主力となる 2～4歳の乳用牛頭数の増加が見込まれることから、通年で

前年を超えて推移する見通しである。また、都府県では、畜産クラスター事業や地域における生産基盤強化の取り

組み等の効果が徐々に現れ、0歳（0～11ヶ月齢）頭数が昨年 10月から前年を超えて推移しているものの、2～4歳

の乳用牛頭数は依然減少が続くことが見込まれることから、生乳生産は、通年で前年を下回り推移し、特に夏場以

降は減少幅が拡大する見込みである。これらの結果、全国の年度計では 7,267千㌧・前年比 99.7％の見通しである。 

このような状況を踏まえ、国及び酪農乳業関係者が一体となり、生産基盤強化の取り組みについて、更なる推進

が必要である。なお、都府県においては、引き続き乳用後継牛を計画的に確保する取り組みを推進するとともに、

今夏が暖候期予報（6～8月）では気温が高い予報となっていることから暑熱事故の防止策に努めることが重要であ

る。 

 

（２）飲用牛乳市場の安定に向けた需給調整の取り組み 

飲用牛乳市場にあっては、都府県における生乳生産量が引き続き減少するなか、生乳流通の地域的構造変化に伴

う、北海道からの広域流通生乳への依存度が高い状況が続く見通しである。 

  特に飲用牛乳等向け生乳の需要期にあっては、台風等の天候不順や猛暑による大幅な需給変動によっては生乳や

製品流通への影響も懸念されることから、広域流通生乳や製品の弾力的な供給を通した需給調整について、全国の

酪農乳業関係者が一体となり、早期に取り組むことが求められる。 

こうした飲用需要期における構造的課題については、次年度以降も続いていくことが想定されるため、国及び酪

農乳業関係者が一体となり喫緊に対応策を構築していくことが必要である。 

 

（３）乳製品需給の安定への取り組み 

  30年度の脱脂粉乳・バターの国内生産量はともに前年並みの見通しである。また、30年度の輸入予定数量（脱脂

粉乳 27千㌧、バター13千㌧）については、需給に対応した必要量が定期的に売り渡される予定であることから、本

年度の乳製品需給は安定して推移する見通しである。 

このような状況のなか、国および酪農乳業関係者は今夏の天候要因による生乳需給への影響を注視するとともに、

国産乳製品の需要が高く、その安定供給が求められていることを踏まえ、生産基盤強化の取り組みに加え、市場か

らの信頼確保に努めるべく、小売業界およびユーザーに対して適宜的確な需給情報を提供することが必要である。 

 

 


